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最低賃金の引き上げに向けて

　６月２３日～２５日にかけて、連合本部主催の「連合2024平和行動in沖縄」に連合三重からは原田貴文副会長（自治労）を団
長に８名が参加をしました。
　２３日の「沖縄慰霊の日」には、平和オキナワ集会が開催され、基調講演の「再考・日米地位協定」を聴講しました。その後の
平和式典では集会に結集した仲間と、「戦争の悲劇を二度と繰り返させない」「世界の恒久平和の実現をめざす」ことを確認
し合い、今後も粘り強く平和運動を進めていくことを誓いました。
　２４日のピースフィールドワークは、連合沖縄青年委員会の皆さんに案内いただき、沖縄の戦跡地を訪ねました。犠牲にな
られたすべての方々に、現地で心から哀悼の意を捧げ、戦争がもたらした惨劇と非人間性の実相を強く心に刻み平和への思
いを新たにしました。
　戦争体験者が、二度と戦争を繰り返してほしくないという強い思いから、重い口を開き過酷な体験を語り伝えてくれていま
す。これからも、私たちはその思いを受け継ぎ運動を続けていきます。

　6月3日三重労働局に対し、2024年度の最低賃金の引き上げに向け
て、労務費の上昇分が適切に取引価格に転嫁できるよう、業務改善助
成金を中小・零細事業者が利用しやすい環境へ整備することなどにつ
いて要請を行いました。
　また今年は、経済団体に対しても、特定
（産業別）最低賃金の金額改正に向けて理解
を求め要請を行いました。
　連合三重は、賃上げの流れ
を三重県内すべての労働者に
波及するよう、取り組みを進
めていきます。

▲三重県経営者協会

▲三重県中小企業団体中央会

▲三重県商工会議所連合会

▲三重県商工会連合会▲三重労働局

▲オープニング（沖縄市山里青年会によるエイサー演舞）▲三重の塔

▲陣地壕

▲トーチカ

▲連合三重から8名が参加▲連合三重から8名が参加

「ぬちどぅたから（命こそ宝）」
～2024平和行動in沖縄～
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▲連合愛のカンパ

　5月31日、三重県勤労者福祉会館において、新
政みえ政策局と政策・制度検討委員会による「連
合三重2024年政策・制度 要求と提言（素案）」に
ついての意見交換を行いました。意見交換では
重点政策を中心に説明を行い、新政みえより三
重県の進捗状況や課題について説明を受け、助
言をいただきました。
　連合三重の政策・制度実現に向けて、今後も
新政みえと連携を図り、取り組みを進めていき
ます。

　5月～6月にかけて、専門委員会の視察会が数多く開催さ
れました。「安全」や「防災」などをテーマとした講演会のほ
か、関連施設の見学も行い、大変有意義な視察会となりまし
た。ご協力いただきました事業所様、講師の皆さまに心より
感謝申し上げます。

　連合は、毎年5月～8月を「就職差別撤廃取り組み期間」と位置づけ
て、統一応募用紙の周知徹底や面接時における差別につながる質問
を行わないなど、就職差別の撤廃に向けた要請に取り組んでいます。
　連合三重は加盟する部落解放三重県民会議と連携し、7月1日に
三重県（環境生活部・雇用経済部・教育委員会）と三重県経営者協会、
7月19日に三重労働局へ要請書を提出しました。
　意見交換では、就
職という雇用関係の
出発点から労働者の
権利や人権を考えて
いただくよう、理解を
求めました。

　今年度もカンパにご協力を
いただき、ありがとうござい
ました。

◆中小労働委員会
　5月30日

　於：「東ソー」「霞
共同事業」

　労働安全衛生の
重要性を改めて考え

る

◆政策・制度検討委員会　6月14日　於：「三重県災害対策本部オペレーションルーム」　三重県の災害対策を学ぶ

◆国民運動検討委
員会　6月12日

　於：「輪中の郷」「
桑名市総合福祉会

館」

　語り継ぐ「伊勢湾
台風」の歴史
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取り組み期間 2023年12月1日～2024年5月31日

集約金額 138,510円　※連合本部へ送金

内　　訳 三重県中央メーデー会場、地協、
特別加盟組織、オブ加盟組織、
三重県労福協事務局、連合三重事務局

政策実現に向けて新政みえと意見交換を行いました

「連合・愛のカンパ」の

専門委員会の視察会が
開催されました

取り組み結果

2024年度
公正なワークルールの確立を

W o r k  r u l e
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※内閣府HPより引用

♦連合統一街宣（津地協・亀山地協）

　世界経済フォーラムが各国の男女格差の状況について調べた2024年版「ジェンダー・ギャップ報告」におい
て、日本は調査対象となった146カ国中118位という結果となり、前回125位から順位を上げました。しかし、主
要７カ国の中では最下位で、差は大きく開いています。
　改めて身の回りの「男女間格差」について考え、出来ることから行動をおこしていきましょう。

男女平等月間に合わせて、男女間格差の是正に
向けて様々な取り組みを行いました。

【世界で118位  低迷する日本】

【男女平等月間（6月）の取り組み】

アイスランド（0.935）
1位/146カ国 経済参画（0.568）

・スイスの非営利財団「世界経済フォーラム」が公表。男性に対する女性の割合（女性の数値/男性の数値）を示して
 おり、0が完全不平等、1が完全平等となり、1に近いほど順位が高いとされている。
・日本は146カ国中118位。「教育」と「健康」の値は世界トップクラスだが、「政治」と「経済」の値が低い。

・労働参加率の男女比
・同一労働における賃金の男女格差
・推定勤労所得の男女比
・管理的職業従事者の男女比

順位
1
2
3
4
5

国名
アイスランド
フィンランド
ノルウェー

ニュージーランド
スウェーデン

値
0.935
0.875
0.875
0.835
0.816

7

14

22

36

43

87

94

106

ドイツ

英国

フランス

カナダ

アメリカ

イタリア

韓国

中国

0.810

0.789

0.781

0.761

0.747

0.703

0.696

0.684

116
117
118
119
120

バーレーン
ネパール

日本
コモロ

ブルキナファソ

0.666
0.664
0.663
0.663
0.661

・識字率の男女比

・中等教育就学率の男女比
・高等教育就学率の男女比

・初等教育就学率の男女比

・専門・技術者の男女比

・国会議員の男女比
・閣僚の男女比
・最近50年における
 行政府の長の在任年数の男女比

・出生児性比
・健康寿命の男女比

（備考） 1.世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ報告書（2024）」より作成
          2.日本の数値がカウントされていない項目はイタリックで記載
          3.分野別の順位：経済（120位）、教育（72位）、健康（58位）、政治（113位）

教育（0.993）政治（0.118）

健康（0.973）

平均（0.685）

日本（0.663）
118位/146カ国

ジェンダー・ギャップ指数（GGI）  2024年

◆調査 
　ジェンダー平等推進計画フェーズ１の進捗アンケート
　期間／5月7日～6月28日

◆啓発活動
　広報器材の作成
　　○FM三重ラジオCM（6月3日～28日）
　　○チラシ入りティッシュ　○街宣活動音源

◆雇用における男女平等に
　関する三重労働局への要請
　月日／6月11日　
　於／プラザ洞津

◆ジェンダー平等・多様性推進学習会
　月日／6月11日　於／プラザ洞津　
　　○参加者　43名
　　○講演
　　「ハラスメントのない職場づくりのために」
　　 講師／三重県男女共同参画センター　
　　　　　 事業課長兼相談係長　宇田恭子氏

◆相談窓口の設置
　○「女性のための全国一斉集中
　　労働ホットライン」
　　（6月4日～5日）

120位

72位

58位

113位
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三重県労福協
豊かで、公正な社会づくりをめざして。

〒514－0004　津市栄町1丁目891
三重県勤労者福祉会館内
ＴＥＬ　059－225－2855
ＦＡＸ　059－229－4433
ホームページ　http://www.mie-rofkyo.jp

私たちは、日本でただひとつ。はたらく人のための生活応援バンクです。

〒514－0003　津市桜橋2丁目126番地
ＴＥＬ　059－224－0336
ＦＡＸ　059－224－4819
ホームページ　http://tokai.rokin.or.jp

共済事業をとおして「労働者福祉運動」をサポートします。

〒514－0004　津市栄町4－259－1
ＴＥＬ　059－227－6167
ＦＡＸ　059－225－5069
ホームページ　https://www.zenrosai.coop

理想の住まいづくりをカタチにする暮らしのパートナー。

〒514－8540　津市栄町1丁目891
三重県勤労者福祉会館内
ＴＥＬ　059－225－0851
ＦＡＸ　059－225－0337
ホームページ　http://www.mie-jsk.or.jp/

安心社会づくりに向けた福祉活動に、各種団体と連携して取り組みます

　6月8日（土）、鈴鹿サーキットにおいて「2024ユースフォーラム」を開催しました。
　今年も昨年に引き続き、連合三重の青年委員会が組合員とその家族に参加を呼びかけ、「鈴鹿サーキットでのウォークラ
リー」の企画・運営を行いました。当日は天気にも恵まれ、昨年の約3倍となる258人の皆さんにご参加いただきました。
　参加者の皆さんは、チェックポイントを回りながらアトラクションや労働組合に関するクイズに答えたり、アトラクションに
乗ってスタンプを獲得したりしながら遊園地内を回り、時間内でのゴールをめざしました。ウォークラリー終了後はミニ抽選
会を実施し、番号が呼ばれる度に会場は子どもたちの歓声に包まれました。
　青年委員は受付や司会、アトラクション乗車後のスタンプ係や抽選会の対応など参加者の皆さんに安全に楽しくイベント
を楽しんでいただけるよう各々の役割を全うし、スムーズな運営を行ってくれました。
　連合三重では引き続き、研修やイベントを通じて、青年組合員の連携強化や次世代を担うリーダーの育成に力を入れてい
きます。お暑い中ご参加いただきました皆さん、本当にありがとうございました。

　三重テレビで放送された全国高等学校野球選
手権三重県大会の期間中に、連合三重のCMを放
送しました。

　この度、連合三重のHPがリニューアルしました!スマホからの閲覧の
しやすさが向上したほか、連合三重をより身近に感じていただけるよ
うデザインや掲載内容も見直しました。ぜひ一度覗いてみてください。

▲アトラクションに乗って
スタンプゲット

▲無事にゴールお疲れさまでした

▲多くの皆さんにご参加いただきました

▲地図を見ながら
進みます

▲ファミリーでチーム対抗

▲当選おめでとう
ございます

▲連合三重HP

青年委員会主催青年委員会主催 「２０２４ユースフォーラム」を鈴鹿サーキットにて開催！

テレビCMを放送しました 連合三重HPがリニューアル！


